
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

東大阪市長　殿

提出者

住　所

氏　名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　A列4番）

産業廃棄物処理計画書

（第1面）

１３１　家具製造業

製造品出荷額：114億円

225名

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

①事業の種類

②事業の規模

③従業員数

2026年　　6月　　30日

東大阪市稲田上町２丁目８番６３号

株式会社　オカムラ
代表取締役　中村　雅行

06-6744-5151（代表）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

株式会社　オカムラ　関西事業所

大阪府東大阪市稲田上町2丁目8番63号

2026年4月1日～2027年3月31日

　別紙のとおり

事業場の名称

事業場の所在地

計画期間



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

2025 年度）実績】

681.10 t 2,940 t 29.80 t 49.80 t

①現状  （これまでに実施した取組）

【目標】

674.29 t 2,940 t 29.50 t 49.30 t

②計画  （今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

（第2面）

廃プラスチック類、無機性汚泥、木くず・廃油・蛍光灯・乾電池はそれぞ
れに分別、保管をしている。

廃プラスチック類、無機性汚泥、木くず・廃油・蛍光灯・乾電池はそれぞ
れに分別、保管を継続する。

　別紙のとおり

【前年度（

産業廃棄物の種類 プラスチック類 無機性汚泥

排出量

全従業員(派遣含む）に教育、周知させ廃棄物の減量化に努めた。

産業廃棄物の種類 プラスチック類 無機性汚泥

排出量

廃プラ・・・各工程で工程間不良を削減し発生量を削減させる。
有価対象品の拡大を図る。（幅広く有価対象業者を探す）

 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

木くず 廃油

木くず 廃油

 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

年度）実績】

①現状 t t

 （これまでに実施した取組）

【目標】

②計画 t t

 （今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

2025 年度）実績】

t t

①現状 2,916.00 t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

②計画 2,916.00 t t

 （今後実施する予定の取組）

（第3面）

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量

塗装工程の効率化を図る為塗装ハンガー改善に取り組み塗装密度向上
を図り発生量を削減させる。排水処理工程での含水率を低減、発生量を
削減させる。

自ら中間処理により減量した産業廃
棄物の量

自ら中間処理により減量した産業廃
棄物の量

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量

塗装工程の効率化を図る為塗装ハンガー改善に取り組み塗装密度向上
をる。

産業廃棄物の種類 無機性汚泥

【前年度（

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った産業廃棄物の
量

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った産業廃棄物の
量

【前年度（

産業廃棄物の種類 無機性汚泥



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

年度）実績】

①現状 t t

 （これまでに実施した取組）

【目標】

②計画 t t

 （今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

2025 年度）実績】

全処理委託量 681.10 t 24.00 t 29.80 t 49.80 t

403.50 t t 29.80 t 49.80 t

①現状 507.50 t 24.00 t 29.80 t 49.80 t

t t t t

t t t t

 （これまでに実施した取組）

（第4面）

優良認定処理業者への処理委
託量
再生利用業者への処理委託量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った産業廃棄物の量

木くず 廃油

認定熱回収業者への処理委託
量
認定熱回収業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

・全従業員に朝礼時等教育、周知させ廃棄物の減量化を努めた。
・有価対象品の拡大を図る。

【前年度（

【前年度（

産業廃棄物の種類 廃プラスチック
類

無機性汚泥

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行
う産業廃棄物の量



全処理委託量 674.30 t 23.80 t 29.50 t 49.30 t

399.47 t t 29.50 t 49.30 t

②計画 502.43 t 23.80 t 29.50 t 49.30 t

t t t t

t t t t

 （今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

無機性汚泥

優良認定処理業者への処理委
託量
再生利用業者への処理委託量

委託処理業者に対しては、引続き定期的に処理状況の現地確認を行う。
照明器具は今後も省エネタイプ(LED）に変更して長寿命化を図っていく。
幅広く有価対象業者を探し有価対象品の拡大を図る。

認定熱回収業者への処理委託
量
認定熱回収業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

産業廃棄物の種類 廃プラスチック
類

木くず 廃油

【目標】

（第5面）



備考
1
2
3

(1)
(2)

(3)

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとお
り」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種
類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入す
べき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、
「―」を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。
当該年度の6月30日までに提出すること。
「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における
元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業
種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了
するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入
すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中
間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託
量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
施行令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認
定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受
けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を
行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入するこ
と。

（第6面）



前　　　　年　　　　度　　　【令　　和　　6　　年　　度】　　　　実　　　　績

　　　　　　　　　　計　　　　　　　　画　　　　　　　　の　　　　　　　　実　　　　　　　　施　　　　　　　　状　　　　　　　　況

①排出量 ②自ら直接 ③自己直接埋立 ④自ら中間処理した量⑤ ④のうち ⑥自ら中間処理 ⑦自ら中間処理 ⑧自ら中間処理 ⑨自ら中間処理した後⑩直接及び自ら （ ⑩＝ ①-②-③-④＋⑥-⑧-⑨ ＝⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯ ） ②＋⑧ ③＋⑨

再生利用した量 処分又は海洋投 熱回収を行った量 した後の残さ量 により減量した量 した後再生利用 自ら埋立処分又は海自己処理した後の 　　　　　　委　託　先　に　よ　る　区　分 ⑪優良認定処理業者自ら再生利用
自ら埋立処分又は
海洋

コード
(t) (t) 入処分した量(t) (t) (t) (t) (t) した量　　　　　(t) 洋投入処分した量(t)処理委託量　　(t) ⑫再生利用業者への

　処理委託量(t)
⑬熱回収認定業者
　への処理委託量(t)

⑭熱回収認定業者以外の
　熱回収業者への処理委託量(t)

⑮その他の中間処
理
　　委託量(t)

⑯埋立処分委託量(t)
への処理委託量(t) を行った量(t) 投入処分を行った量(t)

コード
参照

発生した産業廃棄物
の種類ごとの量

①の量のうち、中間
処理をせず直接自ら
再生利用した量

①の量のうち、中間
処理をせず自ら埋立
処分又は海洋投入
処分した量

①の量のうち、自ら
中間処理した産業
廃棄物の当該中間
処理前の量

④の量のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理を行っ
た後の量

④の量から⑥の量
を差し引いた量

⑥の量のうち、自ら
利用し、又は他人に
売却した量

⑥の量のうち、自ら
埋立処分及び海洋
投入処分した量

中間処理及び最終処
分を委託した量

⑩の量のうち、処理業者
への再生利用委託量
（⑬、⑭除く）

⑩の量のうち、認定熱回収施
設設置者である処理業者へ
の焼却処理委託量

⑩の量のうち、認定熱回収施設設置者以
外の熱回収を行っている処理業者への焼
却処理委託量

⑩の量のうち、委託
して破砕等の中間
処理した量（⑫～⑭
を除く）

⑩の量のうち、直接
委託して埋立て最
終処分した量

⑩の量のうち、優良
認定処理業者への
委託処理量

②の量と⑧の量を
合計したもの（自動
計算）

③の量と③の量を
合計したもの（自動
計算）

1 600
681.1 0 681.1 681.1 681.1 0 0

2 220
2940.0 2,940 24.0 2,916.0 24.0 24.0 0.0 0 0

3 800
29.8 0 29.8 29.8 29.8 0 0

4 300
49.8 0 49.8 49.8 49.8 0 0

5
0 0 0 0

6
0 0 0 0

7
0 0 0 0

8
0 0 0 0

9
0 0 0 0

10
0 0 0 0

11
0 0 0 0

12
0 0 0 0

13
0 0 0 0

14
0 0 0 0

15
0 0 0 0

16
0 0 0 0

17
0 0 0 0

18
0 0 0 0

19
0 0 0 0

20
0 0 0 0

3,701 0 0 2,940 0 24 2,916 0 0 785 785 0 0 0 0 761 0 0

　　（注１）トン未満は原則として四捨五入。ただし、数字が有効であれば小数点以下３桁まで記載は可。

④廃油

　　   産業廃棄物の種類

名　　称

産業廃棄物の種類

①廃プラスチック
類

②無機性汚泥

③木くず

合計



今　　　　年　　　　度　　　【令　　和　　8　　年　　度】　　　　目　　　　標

　　　　　　　　　　計　　　　　　　　画　　　　　　　　の　　　　　　　　実　　　　　　　　施　　　　　　　　状　　　　　　　　況

①排出量 ②自ら直接 ③自己直接埋立 ④自ら中間処理した量⑤ ④のうち ⑥自ら中間処理 ⑦自ら中間処理 ⑧自ら中間処理 ⑨自ら中間処理した後⑩直接及び自ら （ ⑩＝ ①-②-③-④＋⑥-⑧-⑨ ＝⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯ ） ②＋⑧ ③＋⑨

再生利用した量 処分又は海洋投 熱回収を行った量 した後の残さ量 により減量した量 した後再生利用 自ら埋立処分又は海自己処理した後の 　　　　　　委　託　先　に　よ　る　区　分 ⑪優良認定処理業者自ら再生利用
自ら埋立処分又は
海洋

コード
(t) (t) 入処分した量(t) (t) (t) (t) (t) した量　　　　　(t) 洋投入処分した量(t)処理委託量　　(t) ⑫再生利用業者への

　処理委託量(t)
⑬熱回収認定業者
　への処理委託量(t)

⑭熱回収認定業者以外の
　熱回収業者への処理委託量(t)

⑮その他の中間処
理
　　委託量(t)

⑯埋立処分委託量(t)
への処理委託量(t) を行った量(t) 投入処分を行った量(t)

コード
参照

発生した産業廃棄物
の種類ごとの量

①の量のうち、中間
処理をせず直接自ら
再生利用した量

①の量のうち、中間
処理をせず自ら埋立
処分又は海洋投入
処分した量

①の量のうち、自ら
中間処理した産業
廃棄物の当該中間
処理前の量

④の量のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理を行っ
た後の量

④の量から⑥の量
を差し引いた量

⑥の量のうち、自ら
利用し、又は他人に
売却した量

⑥の量のうち、自ら
埋立処分及び海洋
投入処分した量

中間処理及び最終処
分を委託した量

⑩の量のうち、処理業者
への再生利用委託量
（⑬、⑭除く）

⑩の量のうち、認定熱回収施
設設置者である処理業者へ
の焼却処理委託量

⑩の量のうち、認定熱回収施設設置者以
外の熱回収を行っている処理業者への焼
却処理委託量

⑩の量のうち、委託
して破砕等の中間
処理した量（⑫～⑭
を除く）

⑩の量のうち、直接
委託して埋立て最
終処分した量

⑩の量のうち、優良
認定処理業者への
委託処理量

②の量と⑧の量を
合計したもの（自動
計算）

③の量と③の量を
合計したもの（自動
計算）

1 600
674.30 0 674.3 674.3 391.8 0 0

2 220
2,940 2,940 24.0 2,916 24.0 24.0 0.0 0 0

3 800
29.50 0 29.5 29.5 29.5 0 0

4 300
0 0.0 0.0 0.0 0 0

5
0 0 0 0

6
0 0 0 0

7
0 0 0 0

8
0 0 0 0

9
0 0 0 0

10
0 0 0 0

11
0 0 0 0

12
0 0 0 0

13
0 0 0 0

14
0 0 0 0

15
0 0 0 0

16
0 0 0 0

17
0 0 0 0

18
0 0 0 0

19
0 0 0 0

20
0 0 0 0

3,644 0 0 2,940 0 24 2,916 0 0 728 728 0 0 0 0 421 0 0

　　（注１）トン未満は原則として四捨五入。ただし、数字が有効であれば小数点以下３桁まで記載は可。

④廃油

　　   産業廃棄物の種類

名　　称

産業廃棄物の種類

①廃プラスチック
類

②無機性汚泥

③木くず

合計



25年4月15日更新

⑨

第25版 19A00-NKB-99EN03

原材料

ペレット 18.3t/月
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

成型

プレス等原材料 溶接 塗装 組立 製品

化成剤 102.0kg／月

脱脂剤 323.3kg／月

ｼﾝﾅｰ 0.0kg／月

塗料 30.9ｔ／月
排水処理

スクラップ置場

スクラップ置場
廃棄物

廃棄物

廃棄物

業者委託

委託処理

廃棄物

廃棄物

廃棄物

原材料のフロー

排出物のフロー

工程間補助材料

接着

放出

・廃棄物

① プレス端材等
② 家具クズ
③ 廃ﾊﾟﾚｯﾄ．木クズ
④ 廃プラ
⑤ 廃ﾋﾞﾆｰﾙ．テープ
⑥ 家具クズ（廃プラ）
⑦ 塗料．ウレタンカス．
接着剤カス．廃油
⑧ スラッジ．汚水
⑨ 焼却灰
⑩ 廃ｼﾝﾅｰ

⑪ 紙クズ．書類等

⑫ ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ

（Ａ０） 原料取り寄せ

・工程

（Ａ１） ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ部品射出成形

（Ｂ０） 原料取り寄せ
（Ｂ１） プレス曲げ加工
（Ｂ２） 構成部品の組付
（Ｂ３） 構成部品の塗装
（Ｂ４） 構成部品の組立
（Ｃ０） 原料取り寄せ

（Ｃ２） 天板接着

（Ａ
（Ａ１）

（Ｂ０）
（Ｂ１） （Ｂ２） （Ｂ（Ｂ

（Ｄ０） 原料取り寄せ

⑬ 空缶．空き瓶

（C2）

凝集剤
ES-12J 6.3

PAC 1,255kg／月

苛性ソーダ 175kg／月

放出

廃棄物
①③⑪

④⑪⑬

接着剤 1.84t/月

廃棄物

廃棄物廃棄物

③⑦⑩⑪

②⑦⑪⑫⑬
①②⑪⑬

②④⑤⑪⑫⑬

⑧⑬

⑪

①②③④⑤⑥⑦⑧⑩⑬

鋼材 840.8t/月

シンナー

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 22.5t/月

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ部品 7.0t／月

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 24.4t／月

縁貼り

（C2）

ﾎｯﾄﾒﾙﾄ 293kg/月

粉体塗料 6.3ｔ／月

縁材（ＡＢＳ） 4.6t/月

廃棄物
④

接着剤 （新）1.23t/月

廃棄物
③⑦⑪

接着(新)

（C2）

MX6140 15kg／月



従業員数：225名（2026/3/21現在）

19A13 19A1219A2119A31 19A22 19A11

19A30 19A10

19Q1019K10

19A

19J10

事業所長
(経営層)

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理推進者

環境対策会議

公害防止統括者

技術部

部長

大気関係公害防止管理者

振動関係公害防止管理者

騒音関係公害防止管理者

環境に関する各種会議

内部環境監査員

関西事業所環境組織図

法的組織図

生産技術課

課長

設計課

課長

製造部

部長

OPS担当

業務委託

物品管理課

課長

第一担当

第二担当

原価資材課

課長

ｼｽﾃﾑ担当

計画担当

原価担当

資材担当

第一工作課

課長

第一グループ第二グループ 第二グループ第一グループ 第一グループ

第一チーム

第二チーム

19L

特別管理産業廃棄物管理責任者

安全衛生環境担当（公害担当）ＩＳＯ事務局

19J

製造管理部

部長

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理者(員）

品質管理課

課長

標準化担当

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理サイト事務局

環境管理責任者

第二グループ

人事総務課

課長

第三工作課

課長

第二工作課

課長

19A20

設計担当

19H10

標準化委員会

第三グループ

製作・機械保全担

設計開発担当

教育担当

OPS推進課

課長

19A40

人事総務担当

設備・環境保全担

標準化担当

19A32

日程計画課

課長

19J20

第一チーム

第二チーム

第一チーム

第二チーム

第一チーム

第二チーム

第一チーム

第二チーム

第一チーム

第二チーム

第一チーム

第二チーム

第三チーム

第四チーム

安全衛生担当

19H21

19A50

環境事務局会議

19L10

225

17 12 6

35 18

7 10

1
7

633347413

2816182392620

163

品質管理担当

CS担当

第三チーム第三チーム

製品検査担当

19A61 2


